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配点は各問 25点で，平均点は 61.5点，最高点は 100点 (3人)でした．

[1] f(x) =
1

1 + x2
とおけば f̂(ξ) = πe−|ξ| なので，f ∈

∩
s≥0

Hs(R) ですが，これは急

減少ではありません．

[2] T を Fourier 変換すると
n∑

j=0

aj(iξ)
j となります．そこで aj ̸= 0 となる j がある

ときは，そのような j で最大のものを k とおいて，s の範囲は s < −k − 1/2 です．
そのような j がないときは T = 0 なので s の範囲はすべてです．

[3] まず

g(ξ) =


1

ξ3/2 log ξ
, ξ ≥ 2,

0, ξ < 2.

とおくと，これは L2 関数です．これを Fourier 逆変換したものを f(x) とおけば条件
を満たしています．

[4] f ∈ H1(R) に対し，

f̂(ξ) = (1 + ξ2)−1/2(1 + ξ2)1/2f̂(ξ)

と書けば，

∥f∥∞ ≤ 1

2π
∥f̂∥1 ≤

1√
2π

∥(1 + ξ2)−1/2∥2∥f∥H1

であり，∥(1 + ξ2)−1/2∥2 =
√
π なので，C として

1√
2
が取れます．

一方，f(x) = e−|x| とすれば，f̂(ξ) =
2

1 + ξ2
であり，f ∈ H1(R) がわかります．こ

のとき，∥f∥∞ = 1, ∥f∥H1 =
√
2 となるので，C の最小値は

1√
2
以上です．これらを

合わせてC の最小値は
1√
2
です．


